
一般財源

8,827,952

予　算　額

9,784,000 8,827,952

決　算　額
国県支出金 地　方　債 そ　の　他

財 源 内 訳

積算システム保守管理
　　　　　　　　一式
市道保険料　　　一式

　道路橋梁一般事務費

車検　　　　　　11台
特定自主検査　　３台

　道路維持車両等の点検管理を行う。

車両管理費 単位：円

計
画
値

事 業 名

1,255,000 1,222,702

予　算　額

事
業
内
容

成

果

道 路 橋 梁 総 務 費

積算システム保守管理
　　　　　　　　一式
市道保険料　　　一式

単位：円道路橋梁一般事務費

１ 目道 路 橋 梁 費

実
績
値

８ 款 ２ 項土 木 費

成

果

計
画
値

実
績
値

　道路橋梁一般事務費

地　方　債 そ　の　他

車検　　　　　　11台
特定自主検査　　３台

　道路維持車両等の点検管理を行った。

事
業
内
容

一般財源

1,222,702

事 業 名

財 源 内 訳
国県支出金

決　算　額
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2,532,075

　長寿命化修繕計画事業補助要綱に基づき計画を策定する。

予　算　額

5,250,000 5,064,150 2,532,075

単位：円

決　算　額
国県支出金 地　方　債 そ　の　他

財 源 内 訳

目視点検　　　　43橋
報告書作成　　　43橋

　橋梁の目視点検及び報告書の作成を行った。

一般財源

目視点検　　　　43橋
報告書作成　　　43橋

市道改良率　　46.5％
除草等　　　　　11件
維持補修　　　　96件
敷き砂利等維持補修除
雪等　　　　　11工区

　道路及び水路は地域住民の暮らしを支え、豊かな地域社会の形状を図る
上で重要な施設であるため、破損箇所又は通行上支障のある箇所の維持補
修及び除雪等の委託により通行の確保に努める。

２ 目

決　算　額

事 業 名

予　算　額

　破損箇所又は通行上支障のある箇所の維持補修及び除雪等を実施した。

事
業
内
容

款 ２ 項土 木 費

成

果

実
績
値

８

財 源 内 訳

計
画
値

道 路 橋 梁 費 道 路 維 持 費

市道改良率　　48.2％
除草等　　　　　11件
維持補修　　　　96件
敷き砂利等維持補修除
雪等　　　　　11工区

単位：円市道等管理費

事 業 名 橋梁修繕計画作成事業費

263,282,546

地　方　債 そ　の　他 一般財源国県支出金

292,735,000 263,282,546

事
業
内
容

成

果

計
画
値

実
績
値
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一般財源

327,241

予　算　額

25,000,000 22,827,241 22,500,000

決　算　額
国県支出金 地　方　債 そ　の　他

財 源 内 訳

大峰社宅線外　２路線集落内の市民に密着した道路を「生活に身近な道づくり計画」にまと
め、これに基づき市民生活の基盤づくりを行う。
　・大峰社宅線
　・清水川北線
　・迷岡線

一日市新町線
　延長　　　　 338ｍ
　施工面積　 3,180㎡
土淵上郷線
　延長　　　　 303ｍ
　施工面積　 1,670㎡

　歩車道の維持管理を実施する。
　・一日市新町線
　　…　工事請負費　L=338m　舗装　A=3,180㎡
　・土淵上郷線
　　…　工事請負費　L=303m　舗装　A=1,670㎡

市道リフレッシュ事業費 単位：円

計
画
値

事 業 名

35,806,000 34,711,950 21,580,000

予　算　額

事
業
内
容

成

果

道 路 維 持 費

大峰社宅線外　２路線

単位：円生活に身近な道づくり事業費（繰越明許費分）

２ 目道 路 橋 梁 費

実
績
値

８ 款 ２ 項土 木 費

成

果

計
画
値

実
績
値

　道路の改良舗装工事を行った。
　・大峰社宅線道路改良舗装工事
　・清水川北線道路改良舗装工事
　・迷岡線道路改良舗装工事

地　方　債 そ　の　他

一日市新町線
　延長　　　　 338ｍ
　施工面積　 3,180㎡
土淵上郷線
　延長　　　　 303ｍ
　施工面積　 1,670㎡

　歩車道の維持管理を行った。
　・一日市新町線
　　…　工事請負費　L=338m　舗装　A=3,180㎡

　・土淵上郷線
　　…　工事請負費　L=303m　舗装　A=1,670㎡

事
業
内
容

一般財源

4,231,950

事 業 名

財 源 内 訳

8,900,000

国県支出金
決　算　額
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事 業 名

財 源 内 訳

4,553,000 3,067,840

予　算　額

成

果

計
画
値

実
績
値

　下記業務を実施した。
　・委託費（保安林解除申請書作成業務）
　・用地補償

地　方　債 そ　の　他

施工延長　　180.25ｍ　道路側溝の入替を実施した。

事
業
内
容

3,067,840

道 路 橋 梁 費

事 業 名

事
業
内
容

成

果

８ 款 ２ 項土 木 費

一般財源国県支出金

道 路 新 設 改 良 費

市道舗装率　　46.3％
申請書作成　　　１件
立木補償　　　　２件
電柱移転　　　　１件

単位：円道路新設改良事業費

３ 目

決　算　額

実
績
値

地　方　債 そ　の　他
財 源 内 訳

市道舗装率　　45.6％
申請書作成　　　１件
用地買収　　　　１件
立木補償　　　　２件

　市道二日町小友線の改良舗装を実施する。
　・委託費
　・用地補償

施工延長　　180.25ｍ　道路側溝の老朽化に伴い、側溝の入替を実施する。

粡町線改修事業費 単位：円

計
画
値

一般財源

3,152,700

予　算　額

9,003,000 9,002,700 5,850,000

決　算　額
国県支出金
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　交通安全施設の新設を実施した。 区画線　　　14,882ｍ
防護柵(ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ)
　　　　　　　　17ｍ
視線誘導標　　　25本
カーブミラー　　14基

予　算　額 決　算　額
国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

成

果

56,400

事
業
内
容

事 業 名 生活に身近な道づくり事業費 単位：円

成

果

　道路の改良舗装工事を行った。
　・大葛線道路改良舗装工事
　・柏崎線道路改良舗装工事(繰越　H23年４月完成)
　・繰越分
　　…　工事請負費 2,076千円(交付金 1,349千円、一般財源 727千円)

大葛線外　　　１路線
　　　　　１路線完了
　　　　　１路線繰越

大葛線外　　　５路線　集落内の市民に密着した道路を「生活に身近な道づくり(第２期)計画」
にまとめ、これに基づき市民生活の基盤づくりを行う。
　・路線数17路線

計
画
値

８ 款 ２ 項土 木 費 道 路 橋 梁 費 道 路 新 設 改 良 費

計
画
値

区画線　　　14,882ｍ
防護柵(ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ)
　　　　　　　　17ｍ
視線誘導標　　　25本
カーブミラー　　14基

単位：円交通安全対策特別事業費

３ 目

予　算　額 決　算　額
国県支出金 地　方　債

事 業 名

5,610,000 5,573,400 5,517,000

事
業
内
容

　交通安全施設の新設を実施する。

財 源 内 訳

実
績
値

20,799,000 15,031,479 7,443,000

一般財源

実
績
値

7,588,479

財 源 内 訳
そ　の　他
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事 業 名

財 源 内 訳

6,548,000 5,040,000

予　算　額

成

果

計
画
値

実
績
値

　歩道の新設及び歩道拡幅のための調査を実施した。

地　方　債 そ　の　他

市道舗装率　　45.6％
二日町小友線
　延長　　　　 753ｍ

　下記のとおり実施した。
　・工事請負費　１工区　L=540m　舗装　A=3,980m2
　　　　　　　　２工区　L=213m　植生　A=4,280m2
　・補償　　　　１件

事
業
内
容

5,040,000

道 路 橋 梁 費

事 業 名

事
業
内
容

成

果

８ 款 ２ 項土 木 費

一般財源国県支出金

道 路 新 設 改 良 費

測量調査業務
　延長　　　　 750ｍ

単位：円大工町駒木線道路整備調査事業費

３ 目

決　算　額

実
績
値

地　方　債 そ　の　他
財 源 内 訳

測量調査業務
　延長　　　　 750ｍ

　歩道の新設及び歩道拡幅のための調査を実施する。

市道舗装率　　45.6％
二日町小友線
　延長　　　　 753ｍ

　二日町小友線の改良舗装を実施する。
　・委託費　　　１件
　・工事請負費　１工区　L=540m　舗装　A=3,980m2
　　　　　　　　２工区　L=213m　植生　A=4,280m2
　・用地　　　　１件
　・補償　　　　１件

道路新設改良事業費（繰越明許費分） 単位：円

計
画
値

一般財源

5,550

予　算　額

151,900,000 150,305,550 150,300,000

決　算　額
国県支出金
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都 市 計 画 費 ２ 目 土地区画整理事業費

一般財源

15,773,095 186,291,238

予　算　額

575,016,000 382,782,333 119,418,000 61,300,000

決　算　額
国県支出金 地　方　債 そ　の　他

財 源 内 訳

伊原一本杉線
　延長　　1,442.49ｍ
　施工面積　 6,890㎡

　伊原一本杉線
　・工事請負費　L=1,442.49m　舗装　A=6,890㎡

都市計画道路整備
　延長　　　　 140ｍ
公園整備
　面積　　　 2,337㎡
建物等移転補償　19件

　中心市街地の周辺において、無秩序な宅地化が進行し、都市機能の停滞
や生活環境の悪化をもたらしていることから、良好な住環境を形成する道
路及び公園を計画的に配置し、有効的な土地利用と健全なまちづくりを進
める。
　全体概要　　施行面積　A=19.7ha
　　　　　　　都市計画道路　W=9.0～12.0m　L=1834.5m
　　　　　　　区画道路　W=1.5～10.0m　L=3,532.2m
　　　　　　　公園　A=6,100㎡、建物移転戸数146戸

稲荷下第二地区土地区画整理事業費 単位：円

計
画
値

事 業 名

31,560,000 31,490,550 30,040,000

予　算　額

事
業
内
容

成

果

一般財源国県支出金

道 路 新 設 改 良 費

伊原一本杉線
　延長　　1,442.49ｍ
　施工面積　 6,890㎡

単位：円羽場地区道路改良舗装事業費

３ 目

決　算　額

道 路 橋 梁 費８ 款 ２ 項土 木 費

実
績
値

成

果

計
画
値

実
績
値

　伊原一本杉線
　・工事請負費　L=1,442.49m　舗装　A=6,890㎡

地　方　債 そ　の　他

都市計画道路整備
　延長　　　 263.5ｍ
公園整備
　面積　　　 2,337㎡
建物等移転補償　13件

　良好な住宅地形成のため建物等移転補償を行うとともに道路を築造舗装
し、安全で快適な住環境を整備した。
　次年度に道路整備及び物件等移転補償14戸を繰越した。

　・都市計画道路整備　延長L=561.4m
　・公園整備　面積A=2,337㎡
　・物件等移転補償　建物移転戸数　13戸　（うちH21繰越分10戸）

事
業
内
容

1,450,550

事 業 名

財 源 内 訳

８ 款 土 木 費 ４ 項
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一般財源

48,150

予　算　額

62,549,000 48,150

決　算　額
国県支出金 地　方　債 そ　の　他

財 源 内 訳

八幡市営住宅改修
　基本実施設計　一式
　改修工事　１棟５戸

　老朽化が進んでいる市営八幡住宅を福祉住宅として改修整備し、高齢者
等安心で、快適に生活できる環境を整備する。

　・基本実施設計　一式
　・改修工事　１棟５戸

稲荷下市営住宅第２期
工事
　造成工事　　　一式
　建築工事　２棟３戸

　土地区画整理事業を実施している稲荷下第二地区、東舘町、浜峠地区内
の身近な生活環境を向上させ、良好な住宅地を形成するとともに、市街地
近郊の人口定住を促進するため公営住宅（第２期工事分）を整備する。
　
　・第２期工事造成工事　一式
　・建築工事　２棟３戸

生活に身近な快適環境整備事業費（稲荷下地区・住宅） 単位：円

計
画
値

事 業 名

29,891,000 1,365,000

予　算　額

事
業
内
容

成

果

国県支出金
決　算　額

都 市 再 生 費

八幡市営住宅改修
　基本実施設計　一式

単位：円生活に身近な快適環境整備事業費（八幡地区・住宅）

４ 目都 市 計 画 費

実
績
値

８ 款 ４ 項土 木 費

成

果

計
画
値

実
績
値

　八幡市営住宅を改修整備するため、基本・実施設計を行った。
　（建築工事は翌年度に繰越）

　・改修工事基本・実施設計　一式

地　方　債 そ　の　他

補償費　　　　　一式　・第２期工事造成工事（一式）、建築工事（２棟３戸）を翌年度に繰越
　　した。
　・稲荷下地区団地公営住宅（第１工区）建設工事請負契約の解除に係る
　　損害賠償　一式

財 源 内 訳

1,365,000

一般財源

事
業
内
容

事 業 名
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８ 款 土 木 費 ５ 項 住 宅 費

財 源 内 訳

１

12,718,700

一般財源

目 住 宅 管 理 費

事
業
内
容

事 業 名

実
績
値

成

果

計
画
値

実
績
値

土地区画整理事業を実施している稲荷下第二地区に市営住宅を整備し
た｡

　・子育て支援住宅　４棟４戸
　・高齢者対応住宅　３棟６戸

地　方　債 そ　の　他

市営住宅整備戸数
　　　　　　　 446戸
維持修繕　　　 142件
　　　　 7,376,666円
CATV配線工事　　31件
　　　　　 484,017円
遊具修繕　　　　一式
　　　　 3,990,000円
遊具撤去工事費
　　　　　 519,750円

　市営住宅の修理、補修工事、遊具の修理、ケーブルテレビ（＝CATV）の
配線工事を行った。

８ 款 ４ 項土 木 費 都 市 計 画 費 都 市 再 生 費

市営住宅建設
　　　　　　７棟10戸
（うち、子育て支援住
宅４棟４戸）

単位：円生活に身近な快適環境整備事業費（稲荷下地区・繰越明許費分）

４ 目

事 業 名

181,498,000 160,718,700 148,000,000

予　算　額

事
業
内
容

成

果

国県支出金
決　算　額

地　方　債 そ　の　他
財 源 内 訳

市営住宅整備
　　　　　　７棟10戸
（うち、子育て支援住
宅４棟４戸）

　土地区画整理事業を実施している稲荷下第二地区、東舘町、浜峠地区内
の身近な生活環境を向上させ、良好な住宅地を形成するとともに、市街地
近郊の人口定住を促進するため公営住宅を整備する。

　・市営住宅整備（稲荷下第二地区）　32戸(うち、子育て支援住宅４戸)

市営住宅整備戸数
　　　　　　　 432戸
維持修繕　　　 142件
CATV配線工事　　30件

　市営住宅の維持補修等により、市民生活の環境の充実を図る。

市営住宅管理費 単位：円

計
画
値

一般財源

37,944,350

予　算　額

40,969,000 40,343,350 2,399,000

決　算　額
国県支出金
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耐震診断計画戸数
　　　　　　　　20戸
耐震改修補助計画戸数
　　　　　　　　５戸

　大規模地震発生の際に住宅倒壊等の被害軽減を図り、地震に強いまちづ
くりを推進するため、昭和56年５月31日以前に建築された戸建の木造住宅
に対し、住宅所有者からの申込みに基づき、県の認定を受けている市内の
建築士事務所及び工務店に所属する耐震診断士を派遣し、木造住宅の耐震
診断を実施する。
　また、耐震診断の結果に基づき耐震改修工事を実施する住宅所有者に対
して改修費補助金を交付する。

計
画
値

事 業 名

5,520,000 1,020,000 718,000

予　算　額

事
業
内
容

成

果

国県支出金
決　算　額

住 宅 管 理 費

耐震診断実績戸数
　　　　　　　　14戸
耐震改修補助実績戸数
　　  　　　　　１戸

単位：円木造住宅耐震診断・改修支援事業費

１ 目住 宅 費

実
績
値

８ 款 ５ 項土 木 費

　耐震診断受診者は、住宅の地震に対する強度等について把握することが
出来た。
　診断した住宅の全てが「倒壊する可能性が高い」という結果であった。
　耐震改修支援事業は、３月に創設された緊急支援事業を踏まえ、１戸を
実施し、３戸分を繰り越した。

地　方　債 そ　の　他
財 源 内 訳

42,000 260,000

一般財源

土木費 - 110 -


